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見上公一の
ONとOFF
素晴らしい経験を
未来へつなげる

大切な家族との海外生活
エジンバラへは家族も連れていき
ました。日本ではなかなかできな
い経験もしたはずですが、子供た
ちはもうほとんど覚えていないよ
うです。大きくなったら、自分の
力で世界に羽ばたいてくれると嬉
しいです。その時になったら、昔
の写真を楽しんでくれるかもしれ
ないですね。

オックスフォード大学での大学院生活
素晴らしい大学ですが、学生がカレッジに所
属することも魅力の１つです。所属したGreen	
Templeton	Collegeは長い大学の歴史で初めて合
併してできた新しいカレッジで、合併の際は学生
会（Graduate	Common	Room）の会長として貴重
な経験をさせてもらいました。

尊敬する先生との出会い
指導教官のSteve	Rayner先生は、研究者とし
てだけではなく、一人の人間としてもとても
尊敬できる方でした。博士号を取得して数年
経った後に家族を連れて挨拶に行った時はと
ても喜んでくれました。残念ながら2020年
に亡くなられたのですが、大きな目標として
いつまでもその背中を追い続けています。

海外とのつながりを大切に
3年を過ごした英国エジンバラ大
学の研究仲間とは、日本に戻った
後も一緒に研究をしています。科
学技術社会論は日本ではまだマイ
ナーな研究分野ですが、周りの研
究者も巻き込みながら、お互いに
刺激し合える関係を築いていこう
と思っています。

サッカーは世界の共通語？
決してうまくないのですが、今でも
サッカーを続けています。まだ英語力
がなかった頃は、サッカーを通じてで
きた仲間とのコミュニケーションから
学ぶことも多くありました。最近は息
子と一緒にボールを蹴ったりもしてい
ます。どこにいっても楽しめるように、
うまくなってもらいたいですね。


